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Google Cloudとは

Googleは、Google検索やGmail、Googleマップ、YouTubeといった、大量
のトラフィックを取り扱うグローバルなサービスを、20年以上にわたり運営
しています。これらのサービスを提供するために、Googleは長年にわたり、
効率的で、最適化されたインフラストラクチャ（インフラ）を構築してきました。
Google Cloudは、その最適化されたインフラストラクチャを、ほかの企業や
エンジニアが利用できるようにしたクラウドサービスです。

クラウドサービス（以下、クラウド）とは、システムを構築する際に必要と
なるサーバーや各種の機能を、インターネット経由で利用できるサービスのこ
とです。基本的にWebのインターフェースから利用できるので、特別な環境
設定は不要で、すぐに使い始めることができます。

⹅⹅ Google Cloud

インターネット
経由で使える

さまざまな
サービス

使いたい！

Google Cloud

 

近年、クラウドサービスの利用が活発化しています。何らかのシステムを構築する
際は避けては通れないほど、スタンダードな技術になっています。まずは、クラウ
ドサービスとしてのGoogle Cloudの特徴を見ていきましょう。
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Google Cloudとは
～Googleが提供するクラウドサービス

Google Cloudには、コンピューティングやストレージ、データベース、デー
タ分析、機械学習など、実にさまざまなサービスが用意されています。これら
に加えて、インフラ資源を自社で管理するオンプレミスや、ほかのクラウドを
組み合わせて利用する際にも一貫した方法を提供する、ハイブリッドクラウド
やマルチクラウドの選択肢も提供しています。

システム構築に必要なものは揃っている

Google Cloudは、クラウドベンダーが運用管理する範囲が大きいサービスで
ある、フルマネージドなサービスが多いことが特徴です。また、サーバーの存
在を意識する必要がないサーバーレスなサービスが多いことも、特徴に挙げら
れます。このため、従来のオンプレミスのシステムで必要だった運用コストを
抑えて、開発や企画などに、より多くの人的資源を割くことが可能になります。
たとえばWebシステムを構築する場合、システムに必要なサーバーやデー

タベースなどは、Google Cloudから調達できます。また、システムの負荷に
応じてサーバーをスケール（規模や台数を拡張）できるインフラストラクチャ
になっています。

⹅⹅ システム構築に必要なものは揃っている

Webシステムに必要なもの Google Cloudから調達できる

DNS 負荷分散 サーバー DNS

Cloud DNS Cloud Load
Balancing

Compute
Engine

Cloud SQL

負荷分散 サーバー

データベースデータベース
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ハイブリッド／マルチクラウドとは

パブリッククラウドがあらゆる業界／規模の組織で利用されるようになって
きたとはいえ、既存のシステムをすべてパブリッククラウドに置き換えるのを
ためらう人もいるでしょう。それに対する手段の1つとして、ハイブリッドク

ラウドがあります。ハイブリッドクラウドとは、既存のオンプレミスとパブリッ

ククラウドを組み合わせた構成のことです。ハイブリッドクラウドにすると、
データ分析や機械学習といった一部のワークロードではパブリッククラウドを
活用し、ほかはオンプレミスにするといったことができます。
一方、パブリッククラウドだけを使いたい企業でも、それぞれのパブリック

クラウドの特性を活かした形で複数のパブリッククラウドを活用するケースも
あります。そうした構成をマルチクラウドといいます。ハイブリッドクラウド
やマルチクラウドにすると、特定ベンダーに依存することにより発生するリス
クを下げて、より柔軟なシステム構成が選択できます。

⹅⹅ ハイブリッドクラウドとマルチクラウドの違い

オンプレミス（プライベートクラウド）
 + パブリッククラウド

複数のパブリッククラウド

ハイブリッドクラウド マルチクラウド

オンプレミスまたは
プライベートクラウド パブリッククラウド

…

パブリッククラウド パブリッククラウド

…

 

近ごろのクラウド利用では、1つのパブリッククラウドだけを使うのではなく、オン
プレミスや複数のクラウドを組み合わせた構成にすることがスタンダードになって
きました。これらの構成について学んでおきましょう。
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ハイブリッドクラウドと
マルチクラウド
～オンプレミスやほかクラウドを利用した構成

ハイブリッドクラウドを実現するサービス

ハイブリッドクラウドの構成において、オンプレミスとパブリッククラウド
の間で安全に安定した通信ができるよう、パブリックなインターネットを介さ
ずにオンプレミスとクラウドを接続するネットワークサービスが提供されるよ
うになりました。Google CloudではCloud Interconnectというサービスが提
供されています。このサービスを活用すると、オンプレミスとGoogle Cloud

を ダ イ レ ク ト に 接 続 で き ま す。Cloud Interconnectに は、Dedicated 

InterconnectとPartner Interconnectという 2つの提供形態があります。
Dedicated InterconnectとPartner Interconnectの違いは第5章でも解説しますが、
この2つの形態には、自社のデータセンターをGoogleのデータセンターと直
接閉域で接続するか、あるいは、パートナーのネットワークを経由して接続す
るか、という違いがあります。
一方、マルチクラウドについてはどうでしょうか。Google Cloudは、マル
チクラウドを実現するためのネットワーキングサービスを直接提供していませ
んが、パブリッククラウド間を接続できるようなサービスを提供しているサー
ビスプロバイダもあります。また、IPsec-VPN（IPsecというネットワークの暗
号化技術を使ったVPN）によるサイト間接続ができるCloud VPNというサービ
スも提供されています。Cloud VPNを使うと IPsecの設定をするだけで、暗号
化された通信路でオンプレミスやほかのクラウドと安全に接続できます。

⹅⹅ Dedicated Interconnect

Googleのデータセンターと利用者のデータセンターを閉域接続する構成

サーバー

自社データセンター
（オンプレミス）

サーバー

Dedicated Interconnectの
提供範囲

コロケーション施設

Google Cloud

Google 
Peering Edge

Cloud
Router

オンプレミス
ルーター  
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リソース階層とは

リソース階層とは、プロジェクトやサービスを管理するための階層構造のこ
とです。企業など、組織でGoogle Cloudを利用する際は、リソース階層を定
義します。リソース階層を利用すると、パソコンに保存したファイルをフォル
ダに分けて整理するかのように、さまざまなチームが利用するプロジェクトを、
フォルダで階層的に管理できます。フォルダ単位で管理ポリシーを設定するこ
とにより、企業のそれぞれの部署やチームの利用状況にあわせて、プロジェク
トやリソースに対するアクセス制限や権限設定を適切に実施できます。
リソース階層の最上位ノードは組織リソースで、組織（企業など）を表します。

「組織」リソースは、階層の下にあるすべてのリソースを一元管理します。ノー

ドとは、木構造のリソース階層において、枝分かれしている部分のことです。
そして「組織」やフォルダ、プロジェクト、プロジェクトの中で実際に使われ
るサービス（Compute EngineやGoogle Kubernetes Engineなど）といった、
Google Cloudを構成する要素のことをリソースと呼びます。

リソース階層を構成する3つの要素

リソース階層を構成する要素は、3つあります。

組織
「組織」はルートノード、つまりリソース階層の頂点にあたる「リソース」です。
組織は、ドメイン（たとえば、example.com）と1対1で紐付きます。ここでい

Google Cloudを実際に使う際は、1つのプロジェクトではなく、複数のプロジェク
トが必要になることがほとんどです。Google Cloudには、複数のプロジェクトや
サービスを管理するリソース階層というしくみがあります。

15

 Google Cloud を使うにはC h a p t e r  3

リソース階層
～複数のリソースを管理するしくみ

う「組織」はあくまで設定上の概念なので、現実の1つの組織（企業）が複数の
ドメインを用意して、本部ごとといった単位で「組織」リソースを作成するこ
ともできます。たとえば、ドメインが「ec-example.com」の組織は流通本部向け、
ドメインが「fsi-example.com」の組織は金融本部向けといった構成も可能です。
この場合は「組織」ごとに独立したリソース階層が用意されるので、流通本部
と金融本部は、個別にリソース管理を行うことになります。

フォルダ
フォルダを使用すると、組織配下の部署やチームのさまざまな要件を分離で
きます。また、本番環境と開発環境のリソースを分けることもできます。フォ
ルダは部署といった組織別に分けるケースもあれば、あるプロジェクトの本番
環境フォルダ、開発環境フォルダといった環境別で分けるケースもあります。
なお、フォルダの中にフォルダを作成するといった構成も可能です。

プロジェクト
階層の一番下にあるのが、プロジェクトです。プロジェクトごとに、アプリ
ケーションを構成するコンピューティングやストレージ、ネットワークといっ
た、実際にシステムで使うサービスを用意します。

⹅⹅ リソース階層

組織ノード

フォルダノード

プロジェクト

アプリケーション開発 Web開発

データチーム開発チーム

ねこさん株式会社（nekosan.example.com）

ゲーム
プロジェクト
本番

ゲーム
プロジェクト
開発

ECサイト
プロジェクト

分析
プロジェクト
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Compute Engineを使う流れ

Compute Engineを使うには、まずはGoogle Cloudでプロジェクトを作成す
る必要があります。そして、管理者よりCompute Engineのリソースを操作す
る権限を付与してもらうことで、インスタンスを作成できるようになります。
インスタンスを作成したあとは、Cloud ShellやSSH接続を用いてインスタン
スにアクセスして、ソフトウェアのインストールといった構築作業を行います。

⹅⹅ Compute Engine を使う流れ

②IAMの付与

作業者

①プロジェクトの作成
③インスタンスの作成

管理者

④アクセス

⑤開発・構築 ⑥運用・保守

・gcloud
・SSH
・RDP

Compute Engine

インスタンスの情報
・OS
・リージョン
・ゾーン
・etc.

 

インスタンスの設定項目

Compute Engineの仮想マシン（インスタンス）は、必要な項目を入力して、
作成ボタンをクリックするだけで作成できます。インスタンスの作成は、
Google Cloudコンソールから行えます。

Compute Engineを使う際は、インスタンスを作成する必要があります。インスタン
スの作成時にはさまざまな情報を入力する必要があるので、どのような情報が必要
になるのか、全体像を押さえておきましょう。
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Compute Engineを
使う流れ
～仮想マシンを使うまで

⹅⹅ インスタンス作成画面

 

インスタンス作成画面では、次の情報を入力します。なお、インスタンスの
名前は、1つのプロジェクト内で一意の名前にする必要があります。リージョ
ンが異なる場合でも一意にする必要があるため、注意が必要です。　

⹅⹅ インスタンスの設定項目

設定項目 説明

名前 インスタンスの名前（Linuxインスタンスであればホスト名）

リージョン リソースを実行できる特定の地理的なロケーション

ゾーン リージョン内の分離された場所

マシンタイプファミリー マシンタイプをグループ化したもの。汎用、メモリ最適化、
コンピューティング最適化、GPUから選択可能

シリーズ CPUプラットフォームの世代

マシンタイプ インスタンスのサイズ（vCPU数、メモリ）

ブートディスク 利用OSとディスクサイズ

サービスアカウント インスタンス内で使うGoogle Cloudのサービスアカウント

アクセススコープ APIアクセス権のタイプとレベル

094 095

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
           

 

4

04_zukai_GoogleCloud_ch04.indd   94-95 2021/08/04   10:58



VPCとは

Virtual Private Cloud（以下、VPC）は、Google Cloud内に論理的に構成さ
れた仮想ネットワークを提供するサービスです。VPCは、クラウド上のリソー
スやサービスに、グローバルなネットワーキングを提供します。また拡張性と
柔軟性に優れており、セキュアなネットワークの設定がかんたんに行えます。
ここでは、VPCに用意されている機能を紹介します。クラウドに限らず、イ
ンフラの運用経験がある人には、お馴染みの機能もあるでしょう。

⹅⹅ VPC の機能一覧

サービス名 概要

VPCネットワーク Google Cloud内に構成される仮想ネットワーク

外部IPアドレス 主にインターネットへのアクセスに使うIPアドレス（外部
IPアドレス）

ファイアウォール 接続の許可または拒否を行う

ルート ルーティングの設定

VPCネットワークピアリング VPCネットワーク同士の接続

共有VPC 異なるプロジェクトでVPCを共有

サーバーレスVPCアクセス サーバーレスなGoogle CloudサービスからVPCへの接続

パケットのミラーリング 検査用にトラフィックのクローンを作成

VPCは数あるGoogle Cloudのサービスの中でも、非常に重要なサービスです。さま
ざまなサービスと関わりが深いので、機能や特徴についてしっかり押さえておきま
しょう。
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VPC
～仮想ネットワークサービス

VPCネットワーク

VPCネットワークとは、Google Cloud内に構成される、仮想ネットワーク
のことです。VPCの中心となる機能で、VPCネットワークのことを指して
VPCと呼ぶ場合もあります。

VPCネットワークは、Andromedaと呼ばれるGoogle独自の技術を活用した
ネットワークです。VPCネットワークを使用すると、複数のサブネットをルー
ターで接続した、物理ネットワークと同等のグローバルネットワークが構成可
能です。なお、1つのVPCネットワークには複数のリージョンを収容できます。

⹅⹅ VPC ネットワーク

インターネット

東京
リージョン
（asia-northeast1）

サブネット

Compute
Engine

10.146.0.0/20

アイオワ
リージョン
（us-central1）

サブネット

Compute
Engine

10.128.0.0/20

ロンドンリージョン
（europe-west2） サブネット

Compute
Engine

10.132.0.0/20

VPC
Routing

1つのVPCネットワークで
複数のリージョンを収容
できる

VPCネットワーク（custom-a）
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Cloud Storageとは

Cloud Storageは、データ容量が無制限で、耐久性が高いストレージサービ
スです。Google Cloudの数あるサービスの中でも、10年以上の歴史があるサー
ビスです。Cloud Storageは、もともとはGoogleが公開しているGoogle 

Codelabsというサービス内で、2010年5月にGoogle Storage for Developersと
いう名称で一般公開されたものでした。その後、2011年 10月に「Google 

Cloud Storage（現在はCloud Storage）」という名称で、正式なサービスとして
提供が開始されました。

Cloud Storageは、各種データのバックアップやアーカイブ、Compute 

Engineの複数のインスタンスからアクセスするための共有ストレージとして
など、幅広い用途で利用可能です。またデータ分析（P.240参照）でも、分析
用の未加工のデータを蓄積する場所として、よく使われます。

⹅⹅ Cloud Storage

さまざまなデータを
保存できる

Cloud Storage

アップロード ダウンロード  

Cloud Storageは耐久性が高いストレージサービスです。実際にシステムを構築する
際、Google Cloudのほかのサービスと組み合わせてよく使われるので、概要や特徴
を押さえておきましょう。
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Cloud Storage
～安全で信頼性が高いストレージサービス

Cloud Storageはオブジェクトストレージサービス

Cloud Storageは安全で信頼性の高いオブジェクトストレージサービスです。
オブジェクトストレージとは、データを「オブジェクト」と呼ばれる単位で管
理するストレージのことです。ここでいうオブジェクトは、一般的なファイル
と考えて差し支えないでしょう。オブジェクトは「バケット」と呼ばれる入れ
物に格納されます。

⹅⹅ オブジェクトストレージサービス

バケット
= データを

格納する入れ物

オブジェクト
= 一般的なファイル

 

Cloud Storageの特徴

Cloud Storageには、次のような特徴があります。

データ容量が無制限
データ容量が無制限です。アップロードするデータサイズの下限もありませ
ん（0byteのオブジェクトを作成することが可能）。また、バケットに格納する
オブジェクト数にも制限がありません。ミニマムでスタートでき、容量を気に
せずに保存できます。ただし、1つのオブジェクトのサイズは最大5TBになり
ます。

非常に高い耐久性
99.999999999%（イレブンナイン）の耐久性（年間0.000000001%の確率で
しかデータが損失しない）があります。また構成によって異なりますが、
99.0%～99.95%の可用性がSLAとして提示されています。なお可用性とは、
サービスが障害やエラーなどなく稼働できる度合いのことです。
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ローリングアップデート

前節で紹介したデプロイメントがどのようにしてローリングアップデートを
実現しているのか、Compute Engineでローリングアップデートを実現した場
合と比較して考えてみましょう。Compute Engineでローリングアップデート
を実現する場合は、新しいバージョンのアプリケーションをインストールした
インスタンスを新規作成して、ロードバランサの向き先を切り替えるという手
順を自分で行う必要があります。しかし、GKEの場合は、デプロイメントの
設定ファイルに書かれたポッドの情報を書き換えるだけで「Compute Engine

の場合」に示した手順が、すべて自動で行われます。

⹅⹅ ローリングアップデートの手順を比較

Compute Engineの場合

①新規インスタンスの作成

⑤古いインスタンスの削除

②各種ミドルウェアの
インストール

④ロードバランサの
向き先の切り替え

③アプリケーションの
デプロイ

GKEの場合
①デプロイメントの

設定ファイルに書かれた
ポッドの情報を変更

 

GKE／K8sにはほかにも、ローリングアップデートやロールバックといった、さま
ざまな機能があります。同じことをCompute Engineで行う場合と比較しながら、
GKEを選ぶメリットを明確にしていきましょう。

48
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GKE／K8sを使うメリット
～GKEとCompute Engineの比較

GKEでローリングアップデートを行う際、内部的には、デプロイメントが
レプリカセットをうまく使って新旧のバージョンを入れ替えています。コンテ
ナは「起動が速い」というメリットもあるため、ローリングアップデートにお
ける入れ替えや巻き戻しにかかる時間も、仮想マシンを用いた運用に比べて圧
倒的に速くなります。もう少しイメージしやすいように、K8sの内部的なロー
リングアップデートのフローを図で紹介します（厳密にはもう少し細かい処理
を行っています）。

⹅⹅ K8s のローリングアップデート

❶
デプロイメントの
設定ファイルに書
かれたポッドの情
報を変更

デプロイメント レプリカセット ポッド ポッド

❷
新たなレプリカセ
ットが作成され、
その管理下にポッ
ドが作成される デプロイメント

レプリカセット ポッド ポッド

レプリカセット ポッド ポッド

❸
新しいポッドが作
成されると古いレ
プリカセットとポ
ッドが削除される デプロイメント

レプリカセット ポッド ポッド

レプリカセット ポッド ポッド

旧

新

旧

新
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データベースとは

データベースとは、検索や蓄積が容易にできるように整理された、データの
集合体のことです。システムでは、さまざまなデータを扱います。通販サイト
やSNSなどを考えてみると、ユーザー情報や購買履歴、ブログ記事、画像など、
実にさまざまなデータを扱っていることが容易に想像できるでしょう。これら
のデータを保存するのに使うのが、データベースです。システムやアプリケー
ションを構築するのに、必須のしくみといえるでしょう。また、これらのデー
タベースを管理するシステムのことを、データベースマネージメントシステム

（DBMS）といいます。代表的なDBMSには、MySQLやPostgreSQL、Oracle 

Databaseなどがあります。DBMSがあることによって、データベースにデー
タを登録したり、データベースからデータを取得したりすることが、かんたん
に行えます。

⹅⹅ データベースとは

DBMS
データの登録

データの取得

データベース

データの集合体

 

システムを構築する際、データベースは欠かせない存在です。Google Cloudではさ
まざまなデータベースサービスが提供されていますが、サービスを紹介する前に、
まずはデータベースとは何かを解説しましょう。

55
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データベースとは
～整理されたデータの集合体

リレーショナルデータベースとNoSQLデータベース

データベースには、大きく分けてリレーショナルデータベース（RDB）と
NoSQLデータベースがあります。

RDBは、データを表形式として管理するデータベースです。表と表の関係（リ
レーション）を定義できるので、データの複雑な関連性を扱えます。また、デー
タベースに対する操作にはSQLと呼ばれる言語を使用します。

NoSQLデータベースは、RDBの対義語として使われている言葉です。
NoSQLデータベースの中にはさまざまな方式があり、特定のデータベースの

しくみを指すものではありません。いずれもデータへのアクセスにSQLを使
用しないので、総称として「NoSQLデータベース」と呼ばれています。一般的
に、NoSQLは単純なデータ構造で保存するため、高速にアクセスできます。デー
タを保存するしくみとして代表的なものに、キーバリューストア型やドキュメ
ント型があります。

⹅⹅ RDB と NoSQL データベース

RDB

表形式のデータ

NoSQLデータベース

キーバリューストア型

キー バリュー

ドキュメント型

users（コレクション）

リレーション
を定義

userA（ドキュメント）
  name: Taro
  age: 31

userB（ドキュメント）
  name: Jiro
  age: 23

 

データベースとは、検索や蓄積が容易にできるように整理さ
れたデータの集合体のこと

データベースには、RDBとNoSQLデータベースがある

まとめ
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BigQueryとは

BigQueryはフルマネージドのデータウェアハウスサービスです。データウェ
アハウスと名のつくサービスはさまざまな企業から多数提供されており、実装
されている機能もサービスごとに異なります。

BigQueryは、マニュアル・バッチ・ストリーミングでのデータインポート
やデータを格納するストレージとしての機能、そしてクエリを実行して分析を
行う機能など、多くのパワフルな機能を備えています。クラウドサービスなの
で、それらを少ない準備で利用できます。またBigQueryは、Google Analytics

やCloud Storageのデータを読み込めたり、前述のようにGoogle Cloudのサー
ビスで一連のデータ分析基盤を構築できたりします。ほかのGoogle Cloudサー
ビスと親和性が高く、用途に応じてさまざまな使い方が可能です。

⹅⹅ BigQuery

BigQueryCloud
Storage

Google Analytics 360

データのインポート機能

データを格納する
ストレージ機能

SELECT user_id FROM
ds.users_categories

Google Cloud
コンソール

クエリを実行して
分析を行える機能

 

Google Cloudのデータ分析サービスの代表であるBigQueryについて、その特徴や基
本的なしくみ、料金体系を紹介します。また、RDBとの技術的な違いについても説
明しましょう。

62
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BigQuery
～代表的なデータ分析サービス

BigQueryの特徴

BigQueryには、ここまで紹介したもの以外にも、さまざまな特徴があります。

高い処理能力
ペタバイト規模の大規模なデータに対しても高速にクエリを実行できるな
ど、非常に高い処理能力を誇ります。

スケーラビリティ
ストレージ容量が無制限かつ自動でスケールアウトするため、大規模なデー
タであっても特別な準備は必要ありません。サーバーノードやストレージの追
加といったインフラ作業は不要です。

可用性
SLAで1カ月あたり99.99%の稼働時間が保証されています。

低コスト
非常に低いコストで大規模なデータを処理できます。

セキュリティ
インフラとして必要なセキュリティ対策が施され、アクセス制御を含む、ユー
ザーがデータ保護を実現するために必要な機能が提供されています。

ほかの Google Cloud サービスとの連携
ほかのGoogle Cloudサービスとの親和性が高く、ビジネスのニーズにあわ

せて柔軟にデータ分析基盤を構築できます。

250 251

デ
ー
タ
分
析
の
サ
ー
ビ
ス

9

09_zukai_GoogleCloud_ch09.indd   250-251 2021/08/04   14:33



機械学習（Machine Learning）とは

機械学習（Machine Learning）とは、「経験を通して改善されるコンピュータ
アルゴリズムの研究」のことです。機械学習を使うと、大量のデータから天候
を予測したり、画像をある特徴で分類したりできます。たとえば、たくさんの
画像から犬と猫を識別したいとしましょう。この識別するときに用いるアルゴ
リズムの研究が機械学習であり、このアルゴリズムのことをモデルと呼びます。

⹅⹅ 機械学習とは

たくさんの画像

機械学習を
用いて識別

このとき使う
アルゴリズム
＝モデル

犬の画像だと識別

猫の画像だと識別

 

Google Cloudの機械学習サービス

Google Cloudからは、アプリケーションやほかのGoogle Cloudのサービス
からかんたんに機械学習を活用できるAI building blocksと、モデル開発を効
率的に行えるVertex AIという2種類の機械学習サービスが主に提供されてい
ます。Vertex AIは、2021年5月にリリースされました。本書では、すぐに扱

Google Cloudでは、かんたんにAI・機械学習を扱える、AI building blocksという
サービスが提供されています。さまざまな種類のものが用意されているので、特徴
を理解しておきましょう。

67
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Google Cloudの
AI・機械学習関連サービス
～かんたんに機械学習できる

うことができるAI building Blocksに焦点をあてて解説します。
AI building blocksは、Google Cloudで提供されているAI・機械学習系のサー

ビスの総称です。Google Cloudコンソールのみで操作することも可能で、専
門知識がなくてもAI・機械学習を使用した分析が可能です。
たとえば、ユーザーが画像や動画を自由にアップロードできるアプリケー
ションがあった場合に、著作権違反の画像や不適切な動画を検知したいとしま
す。その要件を満たすには、バックエンドのアップロード処理に、AI building 

blocksのVision AIやVideo AIを使用します。これらを使うと、画像や動画に含
まれるコンテンツをチェックできます。なお、サービスによっては、Google

の学習済みモデルを使用できます。

機械学習の専門知識が不要

専門知識がなくても機械学習ができるのは、専門知識が必要な工程をすべて

サービスが行うためです。一例として、一般的な機械学習の工程とAI building 

blocksのAutoML Tablesの工程を比較してみましょう。AutoML Tablesの場合、
データをインポートするだけで予測が可能です。

⹅⹅ 一般的な機械学習と AutoML Tables の工程比較

一般的な機械学習の工程
❻

モデル
実装

❹

モデル
構築

❶

問題を
定義

❷

データ
前処理

❸

データ
分割

❺

評価

❼

予測

サービス側が行う工程
（ユーザーの操作は不要）

AutoML Tablesの工程

モデル
実装

モデル
構築

❶

問題を
定義

❷

データ
前処理

データ
分割 評価 予測
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